（様式３）
誓約書

１）私は、大阪府が大阪府暴力団排除条例に基づき、府の事務及び事業によって暴力団を利することとならないよう、暴力団員又は暴力団密接関係者を公有財産の管理、処分から排除していることを承知した上で、次の事項について誓約します。

	１　私は、大阪府暴力団排除条例第２条第２号及び第４号に掲げる者のいずれにも該当しません。
２　私は、大阪府暴力団排除条例第２条第２号及び第４号に掲げる者の該当の有無を確認するため、大阪府から役員名簿等の提出を求められたときは、速やかに提出します。
３　私は、大阪府が本誓約書及び役員名簿等から収集した個人情報を大阪府警察本部長へ提供することに同意します。
４　私は、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成３年法律第77号)第２条第２号に規定する暴力団若しくは法律の規定に基づき公の秩序等を害するおそれのある団体等であることが指定されている者の事務所又はその他これに類するものの用に供し、また、これらの用に供されることを知りながら、所有権を第三者に移転し又は売買物件を第三者に貸してはならないことに同意します。


２）私は、住戸の模様替えの承認申請を行うにあたっては、次の事項について誓約します。
	１　模様替えに要する費用は、私が負担します。

２　模様替え竣工のときは、速やかに通知し、立会検査等の指示に従います。

３　使用住戸を府が公用又は公共用に供するために必要とするとき、または住宅明渡しに際しては私の負担において直ちに原形に復するとともに、この模様替えに関する一切の権利を放棄します。


３）私は、駐車場の利用申込を行うにあたっては、次の事項について誓約します。
	１　駐車場利用承認後に暴力団員であることが判明した場合、若しくは承認後に暴力団員となったことが判明した場合は、駐車場をただちに返還いたします。
２　駐車場利用承認後、管理上の必要その他公益上の必要があるときに、利用承認区画を変更する場合には、その指示に従います。

３　大阪府営住宅条例第47条第一項各号のいずれかに該当し、駐車場の明渡し請求を求められた場合には、その指示に従います。
４　故意または過失によって当該駐車場又はその付属施設に損害を与えたときは、その損害を賠償いたします。
５　駐車場を駐車以外の目的に使用しません。なお、目的外の使用が判明し、是正を求められた場合には、その指示に従います。

６　駐車場を返還しようとするときは、返還の30日前までに届出を行います。

７　私は、規定の大きさ（車長490センチメートル又は車幅180センチメートル）を超える自動車を利用した場合、当該住宅自治会又は隣の区画の利用者からの苦情等により、大阪府から区画移動又は返還を求められた場合は、速やかにこれに応じます。

８　誓約に違反したときは、いかなる処置をうけても異存ありません。
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○大阪府暴力団排除条例
(定義)

第二条　この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

一　暴力団　暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成三年法律第七十七号。以下「法」という。)第二条第二号に規定する暴力団をいう。

二　暴力団員　法第二条第六号に規定する暴力団員をいう。

三　暴力団員等　暴力団員又は暴力団員でなくなった日から五年を経過しない者をいう。

四　暴力団密接関係者　暴力団又は暴力団員と密接な関係を有するものとして公安委員会規則で定める者をいう。

五　入札参加資格者　建設工事(建設業法(昭和二十四年法律第百号)第二条第一項に規定する建設工事をいう。)の請負、役務の提供又は物品の購入その他の調達のうち府が発注するもの(以下「公共工事等」という。)に係る入札の参加者の資格を有する者をいう。

六　暴力団事務所　暴力団の活動の拠点である施設又は施設の区画された部分をいう。
○大阪府営住宅条例

(利用者の資格)

第四十四条　駐車場を利用しようとする者は、府営住宅の入居者又は同居者であって規則で定める資格を有する者でなければならない。

2　知事は、特に必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、駐車場を利用しようとする者の資格を別に定めることができる。
(利用者の決定)

第四十六条　知事は、前条の申込みをした者の数が利用させるべき駐車場の区画数を超える場合は、別に定めるところにより、公正な方法で選考して当該駐車場を利用させるべき者を決定する。ただし、駐車場を利用しようとする者が身体障害者である場合その他特別な事由がある場合で、知事が駐車場の利用が必要であると認めるときは、知事は、特定の者に知事が指定する駐車場を利用させることができる。

2　知事は、駐車場を利用させるべき者を決定したときは、当該者に利用の承認を与えなければならない。
(駐車場の明渡し)

第四十七条　知事は、前条第二項の承認を受けた者(以下「利用者」という。)が次の各号のいずれかに該当する場合においては、当該利用者に対して、駐車場の明渡しを請求することができる。

一　不正の行為により利用承認を受けたとき。

二　第四十四条に規定する利用者の資格を失ったとき。

三　駐車場使用料を三月以上滞納したとき。

四　暴力団員であることが判明したとき。

五　前各号に掲げるもののほか、駐車場の管理上必要があると認めるとき。
2　前項の規定による請求を受けた利用者は、速やかに、駐車場を明け渡さなければならない。
